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	既定のセクション
	スライド 1: 看護における基本技術Ⅰ 活動と休息  第1回：活動　追加資料
	スライド 2: A． 壁があることで、臀部が後ろにいかず、重心線がすぐに支持基底面を外れてしまうため
	スライド 3: A． 片足をあげようとした時、壁があることで重心線が支持基底面から外れるため足があげられない


